
 

新しい一年のスタートにあたって 
校 長 及 川 年 彦  

 
日に日に暖かい風と日射しが増し、春の訪れを一層感じられる季節となりました。本日３７

名の新１年生を迎え、全校児童２４７名で、いよいよ令和８年度が始まりました。遠藤 隆典 

前校長から引き継ぎ、この４月に小樽市立長橋小学校から本校に着任しました校長の及川 年

彦と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、本校は昨年度開校１３０周年という大きな節目を終え、新たな一歩としての１３１年

目がスタートすることになります。これまでの長い歴史と伝統を礎とし、保護者、地域の皆様

から信頼され、愛される学校を目指していきたいと思います。 

そこで、今年度新たに迎えた教職員１６名を含め、稲穂小学校の全教職員４１名が「チーム

稲穂小」として一致団結し、より良い学校を築き、これからの未来をたくましく生き抜く子ど

もたちを育てていくために、次の内容に全力で取り組んでまいります。 

 

本校では本年度、「だれ一人取り残さず、すべての子どもの可能性を引き出す教育の実現」を

学校経営の基本に据え、「子どもの主体性・協働性を高め、伴走していくあたたかい学校」を目

指して教育活動を進めてまいります。 

 

今、学校に求められているのは、知識や技能の習得だけではなく、子ども一人一人が「自分

は大切にされている」「挑戦してよい」と感じられる安心感のある学びの場をつくることです。

そこで本校では、特別支援教育の視点を学校全体に生かし、児童理解を深めながら、心理的安

全性の高い学級・学校づくりを重点に進めていきます。いじめを決して見逃さない姿勢のもと、

支持的であたたかい風土を育てていきます（本校の「いじめ防止基本方針」は、学校 HPの「学

校経営」に掲載しています）。 

 

また、本年度は「自分から考え、行動する力」「仲間と協働してより良いものをつくり出す力」

の育成を大切にします。授業や行事、日常の学校生活の中で、子どもたちが自分の思いや考え

を伝え合い、多様な意見から学びを深める場面を意図的につくっていきます。ICT の活用も含

めた授業改善を進め、主体的・対話的で深い学びを通して、自己肯定感の向上を図ります。 

 

さらに、体力づくりや基本的な生活習慣の確立にも継続して取り組みます。「チャレンジ

2026」を合言葉に、子ども自身が自分の体や生活を見つめ、目標をもって取り組めるよう支

援していきます。こうした経験は、将来にわたって自分自身を調整していく力につながると考

えています。 

 

学校の教育活動は、学校だけで完結するものではありません。地域や保護者の皆様との連携・

協働は欠かせないものです。本年度も、コミュニティ・スクールとして、地域と学校が互いに

支え合い、子どもたちの豊かな学びと成長を支えていきたいと考えています。 

 

子どもたちは、失敗や試行錯誤を繰り返しながら成長していきます。本校教職員一同、トラ

イ＆エラーを大切にし、子どもたちのそばで「伴走する存在」として歩んでまいります。 

 

本年度も、皆様の温かいご理解とご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。 
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転入職員の紹介   新メンバーです！よろしくお願いします！ 
○及川 年彦 校長（長橋小学校より）  ○葛西  玲 教諭（幸小学校より） 

○中山可奈子 教諭（銭函小学校より）  ○佐藤 幸生 教諭（新規採用） 

○佐々木智一 教諭（桜小学校より）   ○薮田三穂子 教諭（望洋台小学校より） 

○齋藤友紀雄 教諭（山の手小学校より） ○加藤 理枝 教諭（長橋小学校より） 

○豊田 一正 教諭（余市西中学校より） ○小松 貴絵 教諭（期限付任用）     

○伊藤  萌 教諭（期限付任用）    ○掛村 裕一 教諭（期限付任用）     

○澁谷 陽子 教諭（期限付任用）    ○西田由起子 養護教諭（期限付任用） 

○久保田 繁 事務職員（期限付任用）  ○川﨑 美和 スクールサポートスタッフ 

 

 R８ チーム稲穂小職員 

校 長 及 川 年 彦 わくわく１組 A 加 藤 理 枝 通級指導教室 東海林 弓 子 

教 頭 林   憲 幸 １組 B 廻    愛 弓 通級指導教室 工 藤 伴 美 

主幹教諭/理科 鎌 田  新 平  1 組フリー 小 松 貴 絵 書写･算数 T.T 宮 部  彰 子 

教務主任/算数 葛 西   玲     ２組 山 戸 比奈古 養護教諭 西 田 由起子 

１年１組 中 山 可奈子 ３組 伊 藤   萌 事務職員 森 末  武 雄 

２年１組 荒 木 俊 行 わくわくフリー 掛 村 裕 一 事務職員 久保田  繁 

  ２組 佐 藤 幸 生 算数専科 小 澤 寛 子 事務職員 松 原  真 弓 

３年１組 佐々木 智 一 国算 T.T/習熟 澁 谷 陽 子 特別支援教育支援員 水 口 結 花 

  ２組 薮 田 三穂子 理科専科(西陵中) 井 上 拓 也 スクール・サポート・スタッフ 川 﨑 美 和 

４年１組 佐々木 直 雅 外国語専科(菁園中) 鈴 木 梨 沙 用務員 梅 田 恵 也 

５年１組 齋 藤 友紀雄 通級指導教室 但 木  珠 紀 図書館司書(本務校) 齋 藤 千 春 

  ２組 河 邉 実 優 通級指導教室 増 田 貴 子 給食配膳員 山 本 ひとみ 

６年１組 髙 松   嵐 通級指導教室 桂 野 文 良 給食配膳員 鈴 木 真奈美 

初任者指導(本務校) 豊 田 一 正 通級指導教室 枝 元  麻 里  
 

いじめの対応や児童虐待への対応にご理解願います 

 

 

 

 

 

小樽市不登校対応マニュアルに基づく対応にもご理解願います 

今年度も「小樽市不登校対応マニュアル（R8.3 改訂）」に基づき、以下の通り対応いたします
（改訂版は、後日学校 HP に掲載します）。  

 
 
 
          
 

 

食物アレルギーによる事故を防ぐために ～以下の２点にご理解とご協力をお願いします～ 

① 遠足や修学旅行・宿泊学習、学級レク等において、おやつ交換・おかず交換は禁止とします。 

② 家族旅行等のお土産を学校で配布することはご遠慮願います。 

学校でのいじめ行為のうち、犯罪行為とし
て取り扱われるべき行為が発生した際は、被
害を受けた児童の命や安全を守ることを最優
先に対応するため、関係法令に基づき直ちに
警察に相談・通報し、連携し対応します。 

虐待の有無を判断するのは学校ではありま

せん。虐待と思われる事案がある場合、学校

はその確証がなくても児童相談所等の関係機

関に通告する義務があります。 

【年度初めにあたっての未然防止の対応】 

◆年度初めに、欠席が連続する場合には、児童生徒本人と直接会わせてもらう必要がある。 

◆登校日で連続欠席３０日に達した日には、関係機関へ相談していく。 


